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 第１章 調査の概要                         

 調査の目的 

本調査は、市民の意向を把握し、第六次鳥羽市総合計画並びに前期基本計画の進捗を測る基礎資料と

することを目的とする。 

 

 調査の概要及び構成 

 調査の概要及び構成は以下のとおりである。 

 

調査の概要 

調査対象者 ◆ 本市在住の市民 

調査周知方法 ◆ 広報とばにアンケートを掲載、SNSを活用した周知、街頭配布ほか 

回答方法 ◆ 調査票の郵送による回答、もしくはオンラインフォームへの回答 

調査時期 
◆ 令和 5年 12月 1日（金）～令和 6年 1月 15日（月）23：59まで 

※当初回収締切 12月 25 日（月）から回収期間を延長 

回収結果 
◆ 回収数：422  

（内訳 オンライン：297 郵送：125） 

 

調査の構成 

（１）地域への愛着度 ◆ 現在の居住地域への愛着の有無 

（２）住みやすさ ◆ 鳥羽市の住みやすさの評価 

（３）定住意向とその要因 ◆ 定住意向とその理由/転出意向とその理由 

（４）広報利活用度 ◆ 広報媒体別の利活用状況 

（５）市職員への印象 ◆ 市職員への満足度とそう感じた場面と対応 

（６）施策別満足度・重要度 ◆ 施策目標ごとの満足度/重要度 

（７）力を入れてほしいまちづくり分野 ◆ 今後特に力を入れてほしいまちづくり分野 

（８）2040年に向けたまちづくりについて 
◆ 地域共生社会づくり、サービスと公共交通に

ついて 

（９）基本属性 
◆ 性別/年齢層/世帯構成/職業/交通手段/居住

地区 

 

調査報告書の見方 

各回答の割合(％)は、すべて小数点以下第２位を四捨五入した数値であるため、各回答の割合(％)の

合計が 100％にならない場合がある。また、複数回答の設問においては、各回答の割合(％)の合計は 100％

にならない。 
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 第２章 回答者の属性                             

 性別 

問 10 あなたの性別は次のうちどれにあたりますか。 

  

回答者の性別は、男性の回答割合が女性に比べ高くなっている。本市の男女別人口との比較では、男

性の回答割合が多くなっている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）鳥羽市の男女別人口（R6.1月末現在） 

回答者数

男性 209

女性 191

性別を選択しない 15

無回答 7

合計 422

（単位：人）

回答者数

男性 7,953

女性 8,849

合計 16,802

（単位：人）※R6.1 月末現在 
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 年齢 

問 11 あなたの年齢は次のうちどれにあたりますか。 

 

本市の年齢別人口との比較では、40歳代～70歳代の割合の回答が多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）鳥羽市の年齢別人口（R6.1月末現在） 

回答者数

20歳未満 1

20歳代 16

30歳代 50

40歳代 83

50歳代 84

60歳代 75

70歳代 86

80歳代 22

無回答 5

合計 422

（単位：人）

回答者数

20歳未満 2,005

20歳代 1,403

30歳代 1,281

40歳代 1,702

50歳代 2,205

60歳代 2,783

70歳代 2,927

80歳代以上 2,496

合計 16,802

（単位：人）※R6.1 月末現在 
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 世帯構成 

問 12 あなたの世帯構成は次のうちどれにあたりますか。 

 

回答者の世帯構成は、親と子ども（ご自身は親）が最も高く、次いで、夫婦のみ、ひとり暮らしとな

っている。同居家族のいる世帯が（81.6%）と大半を占めている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主な職業 

問 13 あなたの主なご職業は次のうちどれにあたりますか。（兼業の方は、主たる職業につ 

いてお答えください） 

 

回答者の職業は、会社員・公務員が最も高く、次いで、無職、パートタイム、アルバイト、契約社員、

内職などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数

ひとり暮らし 65

夫婦のみ 108

親と子ども（ご自身は親） 146

親と子ども（ご自身は子ども） 37

三世代同居 53

その他 8

無回答 5

合計 422

（単位：人）

回答者数

農林漁業 16

自営業・自由業 51

会社員、公務員など 160

パートタイム、アルバイト、

契約社員、内職など
62

高校生 1

主婦・主夫 38

無職 85

その他 5

無回答 4

合計 422

（単位：人）
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 交通手段 

問 14 あなたが、通勤・通学、日常的なお出かけの際に利用している交通手段は次のどれです

か。あてはまるものをすべて選んでください。 

 

回答者の交通手段は、自家用車が最も高く、次いで、鉄道、定期船となっている。令和４年度調査結

果との比較では、鉄道、バス、定期船、徒歩のみ、その他の割合が増加している。 

※その他 タクシー、親族の車 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）令和 4年度調査結果 
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 居住地区 

問 15 あなたのお住まいの地区をお答えください。 

 

回答者の居住地区は、安楽島地区が最も高く、次いで、鳥羽地区、加茂地区となっている。本市の住

居地区別人口と比較すると、長岡地区、鏡浦地区、離島地区の割合が少なくなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
（参考）鳥羽市の住居地区別人口（R6.1月末現在） 

回答者数

鳥羽地区 106

安楽島地区 115

加茂地区 91

長岡地区 18

鏡浦地区 14

離島地区 59

無回答 19

合計 422

（単位：人）

回答者数

鳥羽地区 4,124

安楽島地区 4,472

加茂地区 2,795

長岡地区 1,608

鏡浦地区 1,056

離島地区 2,747

合計 16,802

（単位：人）※R6.1 月末現在 
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 第３章 調査結果         

 地域への愛着度 

問１ あなたは、現在お住まいの地域に愛着をお持ちですか。次の中から１つ選んでください。 

（１） 【全体】 

全体では、地域への愛着を持っているが最も高く、次いで、どちらかといえば持っているとなってお

り、居住地域への愛着を持っていると回答した割合が、80.1%を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数

持っている 197

どちらかといえば持っている 141

どちらかといえば持っていない 59

持っていない 20

無回答 5

合計 422

（単位：人）
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（２） 【年齢別】 

年齢別では、地域への愛着を持っていると回答した割合は 20 歳未満、20 歳代、70 歳代～80歳代以上

が高くなっている。なお、持っていない、どちらかといえば持っていないと回答した割合は、30歳代～

50 歳代が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

持っている
どちらかといえば

持っている

どちらかといえば

持っていない
持っていない 無回答 合計

20歳未満 1 0 0 0 0 1

20歳代 10 6 0 0 0 16

30歳代 17 15 15 3 0 50

40歳代 33 32 12 5 0 82

50歳代 39 27 11 6 0 83

60歳代 33 28 13 1 0 75

70歳代 49 26 6 5 0 86

80歳代以上 12 7 2 0 0 21

無回答 3 0 0 0 5 8

合計 197 141 59 20 5 422

（単位：人）
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（３） 【職業別 

 

職業別では、地域への愛着を持っていると回答した割合が農林漁業、無職、高校生の割合が高くなっ

ている。なお、持っていない、どちらかといえば持っていないと回答した割合は、自営業・自由業、そ

の他が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

持っている
どちらかといえば

持っている

どちらかといえば

持っていない
持っていない 無回答 合計

農林漁業 10 4 1 1 0 16

自営業・自由業 18 16 10 5 0 49

会社員・公務員など 75 55 24 6 0 160

パートタイム、アルバイト、

契約社員、内職など
23 27 10 2 0 62

高校生 1 0 0 0 0 1

主婦・主夫 20 15 3 0 0 38

無職 46 22 10 6 0 84

その他 2 2 1 0 0 5

無回答 2 0 0 0 5 7

合計 197 141 59 20 5 422

（単位：人）
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 住みやすさ 

問２ あなたにとって、鳥羽市は住みやすいまちだと思いますか。次の中から１つ選んでくださ

い。 

（１） 【全体】 

全体では、まあ住みやすいが最も高く、次いで、やや住みにくいとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数

住みやすい 64

まあ住みやすい 183

やや住みにくい 107

住みにくい 63

無回答 5

合計 422

（単位：人）
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（２） 【年齢別】 

年齢別では、住みやすい、まあ住みやすいと回答した割合が 20 歳未満、20 歳代、70歳代～80歳代以

上が高くなっている。なお、住みにくい、やや住みにくいと回答した割合は、30歳代～50歳代が高くな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住みやすい まあ住みやすい やや住みにくい 住みにくい 無回答 合計

20歳未満 1 0 0 0 0 1

20歳代 5 9 2 0 0 16

30歳代 1 19 16 14 0 50

40歳代 11 35 26 10 0 82

50歳代 19 24 23 17 0 83

60歳代 9 38 19 9 0 75

70歳代 11 47 18 10 0 86

80歳代以上 6 10 3 2 0 21

無回答 1 1 0 1 5 8

合計 64 183 107 63 5 422

（単位：人）
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（３） 【職業別】 

職業別では、住みやすい、まあ住みやすいと回答した割合が主婦・主夫、無職、会社員・公務員、そ

の他が高くなっている。なお、住みにくい、やや住みにくいと回答した割合は、自営業・自由業、パー

トタイム、アルバイト、契約社員、内職など、農林漁業、会社員・公務員となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

住みやすい まあ住みやすい やや住みにくい 住みにくい 無回答 合計

農林漁業 1 8 4 3 0 16

自営業・自由業 11 13 9 17 0 50

会社員・公務員など 22 69 46 22 0 159

パートタイム、アルバイト、

契約社員、内職など
6 27 25 4 0 62

高校生 1 0 0 0 0 1

主婦・主夫 7 24 6 1 0 38

無職 15 38 17 14 0 84

その他 0 4 0 1 0 5

無回答 1 0 0 1 5 7

合計 64 183 107 63 5 422

（単位：人）
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 定住意向とその要因 

問３ あなたは今後も鳥羽市に住んでいたいと思いますか。次の中から１つ選んでください。 

（１） 【全体】 

全体では、ずっと住んでいたいが最も高く、次いで、しばらく住むつもりとなっており、定住意向が

あると回答した割合が、80.4%を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数

ずっと住んでいたい 218

しばらくは住むつもり 121

市外に移りたい 74

近いうちに転出する 2

無回答 7

合計 422

（単位：人）
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定住意向の理由については、緑や自然環境豊かであるが最も高く、次いで犯罪が少なく風紀がよい、

近所づきあいなどの人間関係がよいとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 転出意向の理由については、買い物が不便である、交通の便が悪い、医療や福祉環境が充実していな

いが高くなっている。 
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（２） 【年齢別】 

年齢別では、ずっと住んでいたいと回答した割合が 20歳代、70歳代～80 歳代が高くなっている。 

なお、近いうちに転出する、市外に移りたいと回答した割合は、30 歳代～50 歳代が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ずっと住んでいたい しばらくは住むつもり 市外に移りたい 近いうちに転出する 無回答 合計

20歳未満 1 0 0 0 0 1

20歳代 8 6 1 1 0 16

30歳代 15 24 11 0 0 50

40歳代 38 29 14 0 0 81

50歳代 43 18 22 0 0 83

60歳代 38 26 11 0 0 75

70歳代 54 17 13 0 0 84

80歳代以上 17 1 2 1 0 21

無回答 4 0 0 0 7 11

合計 218 121 74 2 7 422

（単位：人）
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定住意向の理由については、全体的に緑や自然環境が豊かであるが高くなっている。 

 

 

転出意向の理由については、全体的に買い物が不便であるが高くなっている。 

また、30 歳代以上で医療や福祉環境が充実していないも高くなっている。20 歳代でその他が 50％と

なっているが、その多くは、大都市に移住したい、仕事の都合となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交

通

の

便

が

悪

い

買

い

物

が

不

便

で

あ

る

公

害

に

よ

り

環

境

が

悪

い

災

害

に

対

す

る

不

安

が

大

き

い

犯

罪

に

対

す

る

不

安

が

大

き

い

緑

や

自

然

環

境

が

少

な

い

近

所

づ

き

あ

い

な

ど

の

人

間

関

係

が

よ

く

な

い

医

療

や

福

祉

環

境

が

充

実

し

て

い

な

い

働

き

口

が

不

足

し

て

い

る

ま

ち

に

魅

力

や

活

気

が

な

い

そ

の

他

10歳代 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

20歳代 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 25.0% 0.0% 50.0%

30歳代 14.3% 17.9% 0.0% 3.6% 0.0% 0.0% 0.0% 28.6% 10.7% 17.9% 7.1%

40歳代 18.4% 23.7% 0.0% 10.5% 0.0% 0.0% 0.0% 13.2% 15.8% 18.4% 0.0%

50歳代 19.4% 16.1% 0.0% 6.5% 0.0% 0.0% 4.8% 21.0% 14.5% 16.1% 1.6%

60歳代 22.6% 22.6% 0.0% 0.0% 3.2% 0.0% 3.2% 12.9% 9.7% 22.6% 3.2%

70歳代 18.9% 18.9% 5.4% 8.1% 2.7% 2.7% 5.4% 13.5% 8.1% 10.8% 5.4%

80歳代以上 0.0% 25.0% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 25.0% 25.0% 0.0%

交

通

の

便

が

よ

い

買

い

物

が

便

利

で

あ

る

公

害

が

少

な

い

災

害

の

危

険

性

が

少

な

い

犯

罪

が

少

な

く

風

紀

が

よ

い

緑

や

自

然

環

境

が

豊

か

で

あ

る

近

所

づ

き

あ

い

な

ど

の

人

間

関

係

が

よ

い

医

療

や

福

祉

環

境

が

充

実

し

て

い

る

働

き

口

が

確

保

さ

れ

て

い

る

ま

ち

に

魅

力

や

活

気

が

あ

る

そ

の

他

10歳代 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

20歳代 0.0% 0.0% 14.7% 2.9% 20.6% 0.3 14.7% 0.0% 5.9% 5.9% 2.9%

30歳代 1.6% 3.1% 3.1% 1.6% 12.5% 28.1% 18.8% 3.1% 7.8% 6.3% 14.1%

40歳代 2.8% 1.4% 13.3% 0.0% 22.4% 25.2% 14.0% 0.7% 8.4% 0.7% 11.2%

50歳代 2.3% 0.8% 8.5% 2.3% 12.4% 33.3% 17.1% 2.3% 7.0% 1.6% 12.4%

60歳代 3.9% 1.9% 15.5% 5.2% 18.1% 27.1% 12.9% 2.6% 1.9% 1.3% 9.7%

70歳代 4.8% 4.8% 15.1% 4.3% 18.8% 24.2% 21.0% 0.5% 0.5% 1.1% 4.8%

80歳代以上 0.0% 8.5% 19.1% 4.3% 19.1% 25.5% 14.9% 2.1% 0.0% 0.0% 6.4%
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（３） 【職業別】 

職業別では、ずっと住んでいたいと回答した割合が高校生、主婦・主夫、その他が高くなっている。

なお、近いうちに転出する、市外に移りたいと回答した割合は、自営業・自由業、その他が高くなって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ずっと住んでいたい しばらくは住むつもり 市外に移りたい 近いうちに転出する 無回答 合計

農林漁業 8 8 0 0 0 16

自営業・自由業 21 16 12 0 0 49

会社員・公務員など 79 44 35 1 0 159

パートタイム、アルバイト、

契約社員、内職など
26 25 10 0 0 61

高校生 1 0 0 0 0 1

主婦・主夫 29 8 1 0 0 38

無職 48 20 14 1 0 83

その他 3 0 2 0 0 5

無回答 3 0 0 0 7 10

合計 218 121 74 2 7 422

（単位：人）
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定住意向の理由については、全体的に緑や自然環境が豊かであるが高くなっている。 

 

 

 

転出意向の理由については、働き口が不足している、まちに魅力や活気がない、買い物が不便である、

交通の便が悪い、医療や福祉環境が充実していないが高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

交

通

の

便

が

よ

い

買

い

物

が

便

利

で

あ

る

公

害

が
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災
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性

が

少

な
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犯

罪
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少

な

く

風

紀

が

よ

い

緑

や

自

然

環

境

が

豊

か

で

あ

る

近

所

づ

き

あ

い

な

ど

の

人

間

関

係

が

よ

い

医

療

や

福

祉

環

境

が

充

実

し

て

い

る

働

き

口

が

確

保

さ

れ

て

い

る

ま

ち

に

魅

力

や

活

気

が

あ

る

そ

の

他

農林漁業
0.0% 0.0% 8.3% 2.8% 16.7% 36.1% 19.4% 0.0% 2.8% 2.8% 11.1%

自営業・自由業
2.8% 2.8% 12.5% 2.8% 8.3% 29.2% 18.1% 0.0% 4.2% 2.8% 16.7%

会社員・公務員など
1.5% 1.5% 11.6% 1.2% 19.3% 28.2% 14.3% 1.9% 7.7% 2.7% 10.0%

パートタイム、アルバイト、

契約社員、内職など 4.2% 2.5% 10.9% 4.2% 20.2% 27.7% 18.5% 0.8% 5.0% 0.8% 5.0%

中学生・高校生 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

主婦・主夫（主に家事に従事） 5.3% 4.3% 18.1% 3.2% 17.0% 26.6% 16.0% 1.1% 2.1% 0.0% 6.4%

無職 4.1% 4.7% 14.0% 5.2% 18.6% 23.8% 17.4% 2.9% 0.0% 1.2% 8.1%

その他 0.0% 0.0% 22.2% 0.0% 22.2% 11.1% 11.1% 0.0% 0.0% 11.1% 22.2%

交

通

の

便

が

悪

い

買

い

物

が

不

便

で

あ

る

公

害

に

よ

り

環

境

が

悪

い

災

害

に

対

す

る

不

安

が

大

き

い

犯

罪

に

対

す

る

不

安

が

大

き

い

緑

や

自

然

環

境

が

少

な

い

近

所

づ

き

あ

い

な

ど

の

人

間

関

係

が

よ

く

な

い

医

療

や

福

祉

環

境

が

充

実

し

て

い

な

い

働

き

口

が

不

足

し

て

い

る

ま

ち

に

魅

力

や

活

気

が

な

い

そ

の

他

農林漁業
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

自営業・自由業
22.2% 22.2% 0.0% 2.8% 0.0% 0.0% 2.8% 11.1% 11.1% 22.2% 5.6%

会社員・公務員など
15.2% 17.4% 0.0% 7.6% 1.1% 0.0% 1.1% 23.9% 14.1% 16.3% 3.3%

パートタイム、アルバイト、

契約社員、内職など 23.3% 23.3% 3.3% 10.0% 0.0% 0.0% 3.3% 10.0% 16.7% 10.0% 0.0%

中学生・高校生 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

主婦・主夫（主に家事に従事） 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0%

無職 14.6% 19.5% 2.4% 4.9% 2.4% 2.4% 2.4% 17.1% 9.8% 19.5% 4.9%

その他 16.7% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 16.7% 0.0% 16.7%



 

19 

 

 広報利活用度 

問４ あなたは鳥羽市の市政情報を入手する手段として、次の ①～④それぞれについて、どの

手段をどの程度利用されますか。１～５の中から１つ選んでください。 

 

広報とばについて、よく見る、利用するが最も高くなっている、次いで、時々見る、利用するとなっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政放送について、あまり見ない、利用しないが最も高くなっている。行政放送を利用していないも

しくは見ることができないと回答した割合が、67.3%を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数

よく見る、利用する 274

時々見る、利用する 110

あまり見ない、利用しない 29

見たこと、利用したことがない 3

見ることができない 3

無回答 3

合計 422

（単位：人）

回答者数

よく見る、利用する 37

時々見る、利用する 85

あまり見ない、利用しない 160

見たこと、利用したことがない 69

見ることができない 55

無回答 16

合計 422

（単位：人）
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ホームページについて、時々見る、利用するが最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公式 SNS について、見たこと、利用したことがないが、最も高く、次いで、あまり見ない、利用した

ことがないとなっており、公式 SNS を利用していないもしくは見ることができないと回答した割合が、

65.2％を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数

よく見る、利用する 30

時々見る、利用する 158

あまり見ない、利用しない 139

見たこと、利用したことがない 49

見ることができない 31

無回答 15

合計 422

（単位：人）

回答者数

よく見る、利用する 34

時々見る、利用する 99

あまり見ない、利用しない 113

見たこと、利用したことがない 117

見ることができない 45

無回答 14

合計 422

（単位：人）
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 市職員への印象 

問５ あなたは、現在の市職員に対しどのような印象をお持ちですか。次の中から１つ選んでく

ださい。（来庁時、電話、市役所外の場面で職員と接した際の印象をお聞かせください） 

全体では、やや満足しているが最も高く、次いで、満足しているとなっており、市職員に対して満足

していると回答した割合が、67.8%を占めている。なお、不満、やや不満であると回答した割合は 22.0%

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足、やや満足と感じた理由については、親切な対応や気づかい、説明のわかりやすさ、仕事のスピ

ードや待ち時間が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数

満足している 114

やや満足している 172

不満である 58

やや不満である 35

わからない（職員と接していない） 37

無回答 6

合計 422

（単位：人）
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不満、やや不満と感じた理由については、親切な対応や気づかい、仕事のスピードや待ち時間、説明

のわかりやすさが高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足した具体的な場面をみると、窓口が最も高く、窓口での対応時に市職員への満足を感じたことが

わかる。満足と感じた内容を見ると、窓口での親身な応対や気づかいが最も高く、次いで、説明のわか

りやすさとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電

話

窓

口

説

明

会

や

個

別

訪
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ど

の

市
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と
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た

仕

事

な

ど
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行
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際

特

に

場
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で

は

な

く

、

市

役

所

の

イ

メ
ー

ジ

そ

の

他

満足している 11.5% 68.1% 1.8% 13.3% 5.3% 0.0%

やや満足している 6.4% 53.2% 11.7% 15.8% 11.1% 1.8%

やや不満である 19.0% 29.3% 5.2% 27.6% 8.6% 10.3%

不満である 11.4% 25.7% 14.3% 22.9% 11.4% 14.3%



 

23 

 

 施策別満足度・重要度 

 

 

 

 

 

 

満足度：「満足している」＝５点、「やや満足している」＝４点、「どちらともいえない」＝３点、「やや不満である」＝

２点、「不満である」＝１点とし、「わからない」「無回答」を除いた平均得点 

重要度：「重要である」＝５点、「やや重要である」＝４点、「どちらともいえない」＝３点、「あまり重要でない」＝２点、

「重要でない」＝１点とし、「わからない」「無回答」を除いた平均得点 

 

（参考） 第六次総合計画前期基本計画における施策の体系一覧 

 

 

問６ 本市では、将来都市像の『誰もがキラめく鳥羽 海の恵みがつなぐ鳥羽』を実現するため

に、以下に挙げるような「目標」と「めざすまちの姿」を設定して、施策を推進してい

ます。満足度・重要度ともに５段階で評価し、それぞれ 1～5 の中から 1 つ選んでくだ

さい。（取り組みの内容を知らない場合や、全く関心がない場合は、「6．わからない」を

選んでください。） 
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（１）【施策目標に対する集計結果】 

（ア） ＜重要度＞ 

  施策目標に対する市民の重要度については、上位には、「消防・救急体制を充実する」、「健康で安心

できる暮らしを支える」、「しっかり学ぶ子どもたちを育てる」、「災害や犯罪に強いまちをつくる」など

が挙がっており、下位には「鳥羽ファンの憩いとつながりづくり」、「多様な立場や個性を認め合う精神

を育てる」、「農業に触れる機会をつくる」などが挙げられている。 

（イ） ＜満足度＞ 

施策目標に対する市民の満足度については、上位には、「消防・救急体制を充実する」、「安心な水を未来

につなぐ」などが挙がっており、下位には「とばびとの「働く」を支える」、「住環境・土地利用の健全

化」、「農業に触れる機会をつくる」などが挙げられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ピンク着色・上位５施策 ・水色着色・下位５施策 

 

（２）【満足度及び重要度の分類による市民ニーズの整理】 

満足度を横軸、重要度を縦軸にして、各取組のポジショニングを行った散布図を作成し、各取組相

互の位置関係を示すことにより特性の把握を行った。 

「わからない」「無回答」を除く回答者に対する満足度の平均値（2.72）、重要度の平均値（3.79）

を踏まえ、満足度と重要度の関係を下図のように整理し分析した。 

施　策　目　標 重 要 度 満 足 度

①子どもと子育て家庭をやさしく支える 3.96 2.85

②子どもの未来の礎となる鳥羽ならではの教育を進める 3.89 2.92

③しっかり学ぶ子どもたちを育てる 3.99 2.88

④多様な立場や個性を認め合う精神を育てる 3.49 2.71

⑤生涯学習やスポーツを進める 3.69 2.88

⑥鳥羽ファンの憩いとつながりづくり 3.45 2.57

⑦海洋文化を守り、活かす 3.62 2.70

⑧まちの美しさと機能を保つ 3.70 2.47

⑨地域資源を活かした経済循環 3.74 2.79

⑩水産業を守り育てつなぐ 3.83 2.68

⑪農業に触れる機会をつくる 3.51 2.38

⑫商工業の明日を支える 3.62 2.42

⑬とばびとの「働く」を支える 3.81 2.25

⑭環境負荷の少ない循環型社会の創出 3.82 2.93

⑮緑と海を次代に残す 3.86 2.61

⑯住環境・土地利用の健全化 3.77 2.31

⑰安全で快適な道路環境整備に努める 3.71 2.52

⑱安心な水を未来につなぐ 3.94 3.28

⑲みんなで支え合うまちをつくる 3.69 2.69

⑳高齢者の地域でいつまでも暮らせるまちをつくる 3.77 2.76

㉑障がい者の地域での主体的な生活を支える 3.72 2.78

㉒災害や犯罪に強いまちをつくる 3.96 2.92

㉓消防・救急体制を充実する 4.07 3.31

㉔地域に合った移動手段を考える 3.92 2.47

㉕健康で安心できる暮らしを支える 3.99 2.67

㉖信頼できる窓口業務(質の高い市民サービスを提供する) 3.85 2.98

㉖-1安心できる社会保障制度の運営(質の高い市民サービスを提供する) 3.85 2.81

全体平均 3.79 2.72
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【今後積極的に対応を図るべき取組】 

今後積極的に対応を図るべき取組は、満足度が低く、重要度が高い「内容を見直していくべき取組」

と、満足度が高く、重要度も高い「現状の方向性を継続していく取組」の２つの象限に該当する取組

と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足度が低く、重要度が高い「内容を見直していくべき取組」 

内容を見直していくべき取組としては、「⑩水産業を守り育てつなぐ」、「⑬とばびとの「働く」を支える」、

「⑮緑と海を次代に残す」、「㉔地域に合った移動手段を考える」、「㉕健康で安心できる暮らしを支える」

などが挙げられている。  
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 力を入れてほしいまちづくり分野 

問７ 「今後特に力を入れてほしいまちづくり分野」についてお聞きします。次の分野別政策目

標のうち、今後のまちづくりの中で特に力を入れるべき分野を次の中から主なものを３

つまで選んでください。 

 

雇用促進が最も高く、次いで、結婚・子育て、保健医療となっている。 
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 ２０４０年に向けたまちづくりについて 

今後、人口減少が進むと推測されています。（2040 年には約 1万人まで減少する見通し） 

これから「稼ぐ」「つながる」「社会資源の最適化」という点からまちづくりを改めて考えていく必要が

あります。 

問８ 鳥羽市が進める 2040 年に向けての「地域共生社会」づくりについてどの程度ご存じです

か。あてはまるものを 1 つ選んでください。 

 

知らないが最も高く、次いで、聞いたことがあるとなっている。 

令和４年度調査結果との比較では、知らないが 3.8％減少し、聞いたことがあるが、5.6％増加してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）令和 4年度調査結果 
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問９ 本市では人口３万人時代に整備した施設等が老朽化してきています。現役世代が大きく減

少し、市税も減っていく中で、公共サービスすべてを維持していくことは難しい面があ

ります。2040年に向けて、お住まいの地区でのサービスと公共交通について、これから

どの方向で進めていくのがよいとお考えですか。一番近いものを 1 つ選んでください。 

 

「３．居住地区でのサービスも公共交通も、例えば曜日や便を限定といった形でスリム化しつつ、両

方を組み合わせていく形がよい」が 34.1％、次いで「１．居住地区にサービス（慢性的な通院、日常の

買い物等）の拠点がなくなっても、地区外に出るための公共交通を維持し、利便性を保持していく形が

よい」が 32.7％、次いで、「２．居住地区でサービスが何かの形で受けられるように（例えば、オンライ

ン診療の強化、移動販売、ネットスーパーの利用等）工夫すれば公共交通は縮小する方向でよい。」が

25.1％となっている。令和４年度調査結果との比較では、回答 3 が 3.6％増加している。回答 1，2につ

いては、減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答３．３０．４％ 

居住地区でのサービスも公共交通も、例え

ば曜日や便を限定といった形でスリム化し

つつ、両方を組み合わせていく形がよい。 

回答１．３６．０％ 

居住地区にサービス（慢性的な通院、

日常の買い物等）の拠点がなくなって

も、地区外に出るための公共交通を維

持し、利便性を保持していく形がよ

い。 

回答２．２７．０％ 

居住地区でサービスが何かの形で受けられるように

（例えば、オンライン診療の強化、移動販売、ネット

スーパーの利用等）工夫すれば公共交通は縮小する方

向でよい。 
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 参考資料 アンケート調査票 
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